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現状と次期学習指導要領での課題
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第 14 回 統計教育の方法論ワークショップ



• 2017年度入学生は大学の期待する学生

− 過年度より統計用語は知っている

− Excel を使って記述統計の計算ができる

− 少数のデータであれば手計算ができる

可能性が高い程度

はじめに
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でしたか？

• ただし，生徒の能力が低いわけではない

− 授業における取り扱いによるもの



• 現場数学科教師の否定的な本音

− 次期学習指導要領改訂でなくなって欲しい

− そもそも「統計学」を学習していないので

力点がわからない

− 新たに「統計学」を学ぶ余裕がない

− だから数学Ⅰの担当は避けたい

− 2次試験は出ないでしょ

− そもそも，統計は数学ではない

（ N = 39 ）

原因(のひとつ)と疑われるもの
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岐阜薬科大学 2016年度数学入試 より

数学で出題されたデータの分析 1
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一橋大学 2015年度数学入試 より

数学で出題されたデータの分析 2
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一橋大学 2016年度数学入試 より

数学で出題されたデータの分析 3
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滋賀大学 2017年度数学入試(選択) より

数学で出題されたデータの分析 4
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統計教育に携わる方へ
（ 文部科学省初等中等教育局視学官 長尾 篤志 先生 ）

http://www.stat.go.jp/teacher/c3index.htm#high



• 統計教育は数学教育が中心になっている？

− データを読み取る力は，学習活動全体の問題

− 理科や地歴・公民科はスキルに応じたノウハウが存在

• 課題解決的な学習の必要性（高等学校学習指導要領解説）

− 「数学的論拠に基づいて判断する」（数学）

− 「観察，実験などの結果を分析し解釈して

自らの考えを導き出す」（理科）

− 「主体的に考え，討議し，発表し合う」（情報）

統計教育の方向性

10



統計学分野の教育課程編成上の参照基準
（統計関連学会連合 理事会・統計教育推進委員会 / 統計教育大学間連携ネットワーク 質保証委員会 2014）
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• 学士課程における教育課程編成のための「基準」

1. 大学基礎科目分野 2. 人文科学分野
― 統計学の現実感 ― 測定方法・水準，分析手法

3. 政治学分野 4. 社会学分野
― 標本調査の活用と表現 ― 調査法，データ解析スキル

5 .経済学分野 6. 経営学分野
― 事象の確率的構造，仮説検証能力 ― 意思決定，マーケティング

7. 数理科学分野 8. 情報科学分野
― 統計的手法の確立と評価 ― 実験計画法，推測的統計解析

9. 総合理工学分野 10. 品質管理分野
― 探索的データや実データ解析 ― 問題発見能力，プロセス実装

11. 生物科学分野 12. 医歯薬学分野
― 実験・調査デザイン，実証分析 ― エビデンスに基づいた治療



• 「大学基礎科目としての統計教育」に接続

− 「統計学分野の教育課程編成上の参照基準」

1. 統計学の役割と公的データの活用能力

2. 記述的統計解析スキル

3. 推測的統計解析スキル

4. 統計解析の結果判断能力と分析スキル

中等教育での統計教育の着地点
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統計の意味や必要性の理解

記述統計の計算や表現技法の修得
特に，データから読み取れる力の育成

記述データから予想・推測する力の育成
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統計的思考力とは？(渡辺 2008)

• 課題の設定

• 統計的なデータの問題への帰着

• データの収集

• データの記述と分析

• 結果の統計的解釈

• 解釈をもとの課題と結びつけ他者へと伝達

• 結果に基づく予測や新たな仮説や課題の発見



• 数学科

− 記述統計の計算法と理論の習得 （現状）

− 数学的活動を踏まえデータの読み取り，数的把握重視

• 情報科

− 問題の設定方法の習得，解決方法としての利点

− 実データの分析統計ソフトの利用，表現方法の習得

− データの質的分析や論拠ある説明の伝達方法重視

各教科に点在する統計教育と理想
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• 理科

− 既存の理科教育における実験によるデータ生成（現状）

− 主に数学での統計教育を前提にして，より深い分析

• 地歴科・公民科

− 既存の地歴・公民教育におけるデータの読み取り（現状）

− 主に情報での統計教育を前提にして，より深い分析

− 社会的問題解決をデータを論拠に説明できることを重視

各教科に点在する統計教育と理想
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• 資料から現代社会を分析し，課題を明確化

課題解決型統計教育カリキュラム
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資料 生データ PC

現代社会
の諸問題

グラフ・表
データ

分析

課題化 統計処理



倫政で出題されたデータの分析 1

17 一橋大学 2016年度倫理，政治・経済入試 より



倫政で出題されたデータの分析 2

18 一橋大学 2016年度倫理，政治・経済入試 より
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• 現場数学科教師の感覚・徒然

− 統計の扱い

− ベクトルが数学C へ

− 整数がなくなった

− 数学活用が数学 A・B・C に分かれて入った

− 課題学習どうしよう

− なにをもって数学的活動とするか

「物理のための数学」から

「データサイエンスのための数学」へ？

新学習指導要領(案) への反応

20



• 数学

− 記述統計

計算，目的に応じた代表値の決定，散布度

表や数の意味，データの分布，2 データの比較

バラつきの取り扱い

• 情報

− 問題解決

求めたデータの分析

再分析するための新たな情報やデータを特定し分析

次期学習指導要領での守備範囲
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相 関 因 果
数学教育

情報教育

相 関 因 果
相関係数

（必要条件の1つ）



• 理科

− 実験

生成した実データを中心とした自然科学分析

真の値により近く近似 → 測定誤差・計算誤差

− レポート作成し，結果の評価

• 地歴・公民

− 社会的問題の抽出・分析

社会統計データによる社会現象分析

社会問題の特徴把握から解決

次期学習指導要領での守備範囲
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• 統計リテラシー・探究活動の評価

− 筆記試験なのか，レポートなのか，口頭試問なのか？

− ある程度の統一評価基準の作成

• 統計の教員育成

− 「数学科教育法」「情報科教育法」から教員育成を

− 免許法更新講習の必修科目化

− 今から10年後の教員育成を考える必要がある

• 共通教科「統計」の創生。。。

今後の課題
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